
は

じ

め

に

二
〇
一
二
年
は
、『
古
事
記
』
撰
録
一
三
〇
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
年
で
あ
り
、
関
連
の
あ
る

各
地
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
書
店
で
は
『
古
事
記
』
や
日
本
神
話
に
関
す
る
特

設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
堂
本
印
象
が
描
い
た
「
木
華
開
耶
媛
」「
火
退
」
な
ど
を
使
用
し
た

郵
便
切
手
が
販
売
さ
れ
る
な
ど
、『
古
事
記
』
の
受
容
が
高
ま
っ
た
年
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
現
代
に
お
け
る
『
古
事
記
』
受
容
の
様
相
の
実
態
に
関
し
て
は
、
研
究
対

象
と
し
て
俎
上
に
載
る
こ
と
が
な
い
。『
古
事
記
』
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
続
け
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
明
治
元

年
か
ら
昭
和
二
十
年
の
終
戦
時
ま
で
の
調
査
を
行
い
、
書
籍
類
、
中
で
も
小
説
や
児
童
書
、
教
科

書
、
お
よ
び
挿
絵
を
含
む
絵
画
な
ど
に
つ
い
て
の
分
析
と
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
に
お
い
て

は
、
映
像
媒
体
に
着
目
す
る
。

日
本
神
話
の
映
像
化
と
し
て
は
、
実
写
で
は
一
九
五
九
年
公
開
の
東
宝
製
作
の
特
撮
映
画
、
三

船
敏
郎
主
演
『
日
本
誕
生
』
が
著
名
で
あ
り
、
一
九
九
四
年
公
開
の
東
宝
映
画
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
』（
高
嶋
政
宏
、
沢
口
靖
子
な
ど
）
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
『
わ
ん
ぱ

く
王
子
の
大
蛇
退
治
』（
一
九
六
三
年
公
開
、
東
映
動
画
製
作
の
劇
場
用
長
編
ア
ニ
メ
映
画
）
が

代
表
的
な
作
品
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
一
九
九
四
年
に
テ
レ
ビ
で
Ｓ
Ｆ
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
『
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
』（
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
）
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
日
本
神
話
の
物

語
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
映
像
化
す
る
の
で
は
な
く
、
神
話
を
題
材
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
多

い
。
こ
の
場
合
は
実
写
よ
り
も
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
登
場
す
る
神
々
は
各

⑴

種
ゲ
ー
ム
内
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
も
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
神
話
の
ま
と
ま
っ
た
映
像
化
と
し
て
は
最
も
古
い
と
推
測
さ
れ
る
作
品
『
古

事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
に
着
目
す
る
。
作
品
お
よ
び
、
製
作
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
・
大
藤

信
郎
に
関
す
る
資
料
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
製
作
意
図
に
つ
い
て
探
っ
て
ゆ
く
。

１.

大
藤
信
郎
の
略
歴
お
よ
び
評
価

大
藤
信
郎
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
、
東
京
生
ま
れ
。
旧
制
中
学
卒
業
後
、
日
本
ア
ニ

⑵

メ
界
の
創
始
者
の
一
人
、
幸
内
純
一
に
弟
子
入
り
し
た
。
独
立
後
、
自
由
映
画
研
究
所
を
設
立

し
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
を
開
始
。
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
、『
馬
具
田
城
の
盗
賊
』
が

初
め
て
劇
場
公
開
さ
れ
、
好
評
を
受
け
る
。
翌
年
に
千
代
紙
映
画
社
と
改
名
。
当
時
は
、
透
明
な

セ
ル
ロ
イ
ド
に
絵
を
描
く
セ
ル
ア
ニ
メ
の
手
法
は
一
般
的
で
な
く
、
切
り
絵
（
切
り
紙
）
を
使
う

の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
大
藤
は
、
江
戸
千
代
紙
の
美
し
い
模
様
を
生
か
し
た
り
、
影
絵
で
幻
想
的

な
雰
囲
気
を
出
す
な
ど
、
個
性
的
な
作
品
を
生
み
出
し
た
。
後
に
、
色
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
重
ね
た
影

⑶

絵
と
い
う
独
自
の
技
術
を
用
い
て
、
自
主
制
作
で
『
く
じ
ら
』（
一
九
五
二
年
）
と
『
幽
霊
船
』

（
一
九
五
六
年
）
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
二
作
品
は
、
そ
の
芸
術
的
完
成
度
が
海
外
で
高
く
評
価

さ
れ
、『
く
じ
ら
』
は
一
九
五
三
年
カ
ン
ヌ
映
画
祭
短
編
部
門
で
「
二
位
」
を
受
賞
│
ピ
カ
ソ
が

激
賞
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
│
、『
幽
霊
船
』
は
一
九
五
六
年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
記
録
映
画
特
別

賞
を
受
賞
し
、
国
際
的
な
評
価
を
受
け
た
。
そ
の
後
長
編
作
品
『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
と
『
竹
取

日
本
神
話
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化

│
│
大
藤
信
郎
『
古
事
記
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
│
│

田
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物
語
』
を
準
備
中
の
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
に
脳
軟
化
症
で
死
去
。
姉
の
八
重
は
遺
品
を

東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
、
遺
産
を
毎
日
新
聞
社
に
寄
贈
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
、
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
実
験
的
な
ア
ニ
メ
作
品
に
対

す
る
「
大
藤
信
郎
賞
」
が
創
設
さ
れ
た
。
し
か
し
死
後
の
大
藤
作
品
の
上
映
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

し
だ
い
に
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

大
藤
は
生
涯
に
わ
た
り
商
業
ベ
ー
ス
で
は
ほ
と
ん
ど
製
作
せ
ず
、
自
主
製
作
し
た
。
ま
た
、
作

品
作
り
に
妥
協
を
許
さ
な
い
た
め
か
助
手
を
雇
っ
て
も
す
ぐ
に
や
め
、
ほ
と
ん
ど
単
独
（
家
族＝

姉
と
姪
）
で
製
作
し
た
と
さ
れ
る
。
大
藤
作
品
は
、
素
材
の
独
自
性
の
面
か
ら
評
価
さ
れ
る
も
の

の
、
戦
後
の
作
風
か
ら
は
「
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
ど
と
評
さ
れ
、
賛
否
両
論
で
あ
っ
た
。

近
年
、
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
内
外
の
注
目
の
高
ま
り
や
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の

遺
品
が
整
理
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
う
や
く
存
在
が
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
〇

年
六
月
〜
九
月
に
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
で
「
大
藤
信
郎
展
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
資
料
が
初

公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
藤
は
、
日
本
で
初
め
て
国
際
的
に
脚
光
を
浴
び
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
で
あ
り
、�
周
囲

⑷

か
ら
奇
異
の
目
で
見
ら
れ
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的
な
作
家
�
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
人
物

で
あ
る
。

２.

大
藤
信
郎
『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
の
概
略
及
び
関
連
記
事

大
藤
の
『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
を
確
認
し
て
ゆ
く
。
現
存
の
フ
ィ
ル
ム
は
次
に
挙
げ
る
五

点
で
あ
る
。

１.

『
古
事
記
抄

天
の
岩
戸
開
き
の
巻
』
一
九
五
五
（
８
分
白
黒
）
製
作：

神
社
本
庁

２.

『
古
事
記
物
語

第
貮
篇

八
岐
大
蛇
退
治
』
一
九
五
六
（
１１
分
白
黒
）
製
作：

神
社
本

庁

３.

『
古
事
記
物
語

大
國
主
命
と
イ
ナ
バ
の
兎
』
一
九
五
七
（
１１
分
白
黒
）
製
作：

神
社
本

庁

４.

『
古
事
記
物
語

天
孫
降
臨
の
巻
』
一
九
五
八
（
９
分
パ
ー
ト
カ
ラ
ー
）
製
作：

神
社
本

庁

５.

『
古
事
記
物
語

皇
孫
家
之
三
つ
の
宝

影
絵
幻
想
譜
』
一
九
五
九
（
２７
分
白
黒
）
製

作：

神
社
本
庁

（
以
上
５
点
、
す
べ
て
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

⑸

す
べ
て
二
〇
一
〇
年
の
大
藤
信
郎
展
で
上
映
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
は
さ
れ
て
い
な

⑹

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
簡
潔
に
解
説
す
る
。

１
『
古
事
記
抄

天
の
岩
戸
開
き
の
巻
』
は
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
天
の
神
か
ら
の
命
を

う
け
て
天
の
浮
橋
に
行
く
場
面
か
ら
始
ま
り
、
天
の
岩
戸
に
隠
っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
を
呼
び
出
す
た

め
に
神
々
が
集
ま
っ
て
道
具
を
作
る
場
面
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鏡
を
作
る
箇
所

で
映
像
が
途
切
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
フ
ィ
ル
ム
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
二
神
が
柱
を
め
ぐ
る
場
面
、
一
人
目
の
子
が
ヒ
ル
コ
で
あ
り
失
敗
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
、
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
の
場
面
が
無
い
。
し
た
が
っ
て
、
イ

ザ
ナ
ミ
が
神
々
を
生
ん
だ
後
、
突
然
イ
ザ
ナ
キ
が
禊
を
す
る
と
い
う
不
自
然
な
流
れ
と
な
っ
て
い

る
。２

『
古
事
記
物
語

第
貮
篇

八
岐
大
蛇
退
治
』
は
、
冒
頭
に
１
の
あ
ら
す
じ
の
英
語
解
説

（
字
幕
）
が
ロ
ー
ル
ア
ッ
プ
で
入
る
。
嵐
の
中
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
放
浪
す
る
シ
ー
ン
で
始
ま
る
。
ス

ト
ー
リ
ー
は
『
古
事
記
』
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
割
愛
す
る
。
村
人
が
登
場
す
る
こ
と
が

『
古
事
記
』
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
村
人
た
ち
は
ヲ
ロ
チ
に
飲
ま
せ
る
酒
の
準
備
を
手
伝

う
。
ま
た
、
オ
ロ
チ
を
退
治
し
た
後
に
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
山
に
木
々
を
生
や
し
、
杉
や
楠
で
船

を
、
檜
で
家
を
作
る
よ
う
に
述
べ
、
村
人
が
協
力
し
て
ス
サ
ノ
ヲ
の
家
を
作
っ
て
い
る
。
最
後
の

場
面
で
は
、
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
で
「
や
く
も
た
つ
」
の
歌
が
入
り
、
村
人
が
踊
っ
て
、
八
咫
鏡
、

勾
玉
、
剣
の
カ
ッ
ト
が
入
る
。
こ
の
歌
が
繰
り
返
さ
れ
て
終
了
で
あ
る
。

３
『
古
事
記
物
語

大
國
主
命
と
イ
ナ
バ
の
兎
』
は
、
ま
ず
兎
と
ワ
ニ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
じ

ま
る
。
騙
さ
れ
た
と
知
っ
た
ワ
ニ
が
兎
に
噛
み
付
き
、
兎
が
陸
に
放
り
投
げ
ら
れ
た
あ
と
、
唱
歌

⑺

『
大
黒
様
』
が
流
れ
る
（
間
奏
な
し
）。
こ
の
歌
詞
の
通
り
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
す
す
み
、
三
番

が
終
わ
る
と
唐
突
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
兄
弟
神
が
現
れ
て
「
猪
を
つ
か
ま
え
ろ
」
と
い
う
場
面
と

な
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
黄
泉
国
を
訪
れ
て
苦
難
を
乗
り
越
え
た
後
に
地
上
に
戻
り
国
づ
く
り
を

す
る
の
だ
が
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
神
と
共
に
薬
を
作
っ
て
病
人
を
助
け
た
り
、
温
泉
を
見
つ
け
た

り
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含
ま
れ
る
。
最
後
に
唱
歌
の
四
番
が
流
れ
、
曲
に
合
わ
せ
た
映
像
が
入
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る
。４

『
古
事
記
物
語

天
孫
降
臨
の
巻
』
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
孫
で
あ
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が

「
水
穂
の
国
」
の
統
治
を
命
じ
ら
れ
、
高
天
の
原
か
ら
天
降
り
す
る
ま
で
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

作
品
の
最
後
近
く
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
「
日
向
の
国
の
高
千
穂
の
峰
」
に
降
り
宮
を
作
る
が
、

こ
こ
か
ら
先
が
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
ミ
コ
ト
が
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
に
求
婚
し
て
め
で

た
く
婚
姻
（
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
無
し
）
す
る
場
面
で
終
わ
る
。
最
終
の
カ
ッ
ト
は

富
士
山
が
バ
ッ
ク
で
あ
る
。

５
『
古
事
記
物
語

皇
孫
家
之
三
つ
の
宝

影
絵
幻
想
譜
』
は
、
基
本
的
に
、
１
と
２
を
つ
な

げ
た
作
品
で
あ
る
。
１
は
ア
マ
テ
ラ
ス
を
呼
び
出
す
準
備
の
場
面
の
途
中
で
切
れ
て
い
た
が
、
こ

の
作
品
で
は
最
後
の
ア
マ
テ
ラ
ス
が
岩
戸
か
ら
出
て
ス
サ
ノ
ヲ
が
旅
立
つ
場
面
ま
で
入
っ
て
い

る
。
ま
た
、
前
半
に
あ
た
る
１
の
部
分
に
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
箇
所
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
は

①
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
柱
を
廻
る
結
婚
と
、
②
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
の
場
面
で
あ
る
。

後
半
、
２
に
あ
た
る
部
分
に
は
追
加
や
改
編
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
関
す
る
同
時
代
の
評
価
、
紹
介
記
事
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。『
天
の
岩
戸
開

き
』
に
関
し
て
二
点
（
図
１
・
図
２
）、『
八
岐
大
蛇
退
治
』
が
一
点
（
図
３
）
で
あ
る
。『
天
の

岩
戸
開
き
』
に
つ
い
て
は
「
制
作
態
度
は
立
派
す
ぎ
る
ほ
ど
だ
が
新
し
い
も
の
は
一
つ
も
な
い
。

⑻

作
る
か
ら
に
は
今
日
的
な
意
義
が
ほ
し
い
」、『
八
岐
大
蛇
退
治
』
で
は
「
こ
れ
だ
け
の
技
術
が
、

⑼

も
っ
と
建
設
的
な
題
材
に
む
け
ら
れ
た
ら
と
惜
し
ま
れ
る
」
と
、
い
ず
れ
も
好
評
価
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
一
方
で
『
天
の
岩
戸
開
き
』
評
の
「
注
文
も
あ
る
が
、
や
は
り
一

⑽

級
作
品
」、『
八
岐
大
蛇
退
治
』
で
の
「
正
攻
派
の
作

⑾

画
作
風
は
国
際
的
な
見
事
さ
」
と
も
記
さ
れ
て
は
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
大
藤
が
海
外
の
賞
を
受
賞
し

た
（
特
に
一
九
五
六
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
記
録

映
画
特
別
賞
受
賞
）
た
め
に
付
加
し
た
に
過
ぎ
な
い

も
の
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
に
、
参
考
資
料
と
し
て
新
聞
広
告
記
事
を
あ

げ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
フ
ィ
ル
ム
注
文
の
申
し
込
み
で

あ
り
、
映
画
館
で
の
上
映
案
内
で
は
な
い
（
図

図 1 『キネマ旬報』1955年 11月下旬号

図 3 『キネマ旬報』1958年 5月上旬号 図 2 『キネマ旬報』1957年 5月上旬号

図 4 『神社新報』1955年 7月 25
日（440号）初出
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⑿

⒀

４
）。
そ
の
新
聞
も
一
般
紙
で
は
な
く
『
神
社
新
報
』
と
い
う
週
報
で
あ
り
、
購
読
者
は
神
社
関

係
社
、
信
徒
た
ち
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
っ
た
映
画
で
は
無
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
多
数
の
人
々
が
目
に
す
る
機
会
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

⒁る
。大

藤
が
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
『
古
事
記
物
語
』
だ
が
、
そ

も
そ
も
大
藤
は
日
本
神
話
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

３.

大
藤
と
日
本
神
話
と
の
関
わ
り

大
藤
が
日
本
神
話
に
関
連
し
た
作
品
を
手
が
け
る
の
は
、『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
が
最
初

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
出
発
点
は
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、『
国
歌

君
が
代
』（
千
代
紙
映
画

⒂

⒃

社
）
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
前
年
に
販
売
さ
れ
た
「
君
が
代
」
の
レ
コ
ー
ド
の
曲
に
合

わ
せ
て
、
日
本
神
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が
流
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
君
が
代
」
の
曲
は
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
は
小
学
唱
歌
集
初
編
に
掲
載
さ
れ
、
国
歌

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
般
国
民
に
は
い
ま
だ
国
歌
と
し
て
の
馴
染
み
が
薄
か

っ
た
。
そ
こ
で
文
部
省
が
中
心
と
な
っ
て
国
民
に
浸
透
さ
せ
る
目
的
で
レ
コ
ー
ド
化
、
販
売
し
た

⒄

と
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
時
期
に
「
君
が
代
」
を
テ
ー
マ
に
製
作
さ
れ
た
複
数
の
映
像
資
料
が
存
在
し
て
い

る
。
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
『
国
歌

君
が
代
』（
横
浜
シ
ネ
マ
商
会
製
作
、
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
）、『
聖
壽
万
歳

君
が
代
』（
君
が
代
映
画
制
作
所
）
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
君

が
代
」
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
そ�

の�

当�

時�

現�

在�

の
富
士
山
や
伊
勢
神
宮
、
二
見
浦
に
昇
る
朝
日
、
皇
居
な
ど

が
実
写
で
映
し
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
天
皇
崇
拝
、
愛
国
精
神
の
涵
養
と
い
っ
た
意
識
が
強
く

⒅

う
か
が
え
る
映
像
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
大
藤
は
「
君
が
代
」
の
曲
か
ら
日
本
神
話
を
描
き
出
し
た
。
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の

か
、
当
時
の
雑
誌
記
事
の
紹
介
文
（
図
５
）
か
ら
確
認
し
て
お
く
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
梗
概
】
１
、
大
八
洲
國
創
生
。
２
、
君
が
代
歌
詞
。
３
、
天
石
窟
。
４
、
金
色
の
鵄
。

以
上
の
四
つ
の
物
語
り
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
（
三
二
九
九
九
）「
君
が
代
」
に
合
せ

図 5 『映画教育』1931年 3月号（大阪毎日新聞社）
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て
製
作
せ
る
映
畫

⒆

１
は
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
に
よ
る
国
生
み
の
場
面
で
あ
る
。
２
は
、
日
本
国
土
（
地
図
）

の
上
に
「
君
が
代
」
の
歌
詞
が
歌
に
合
わ
せ
て
一
文
字
ず
つ
現
れ
る
も
の
。
３
は
天
の
岩
戸
の
場

面
。
４
は
、
金
色
の
鵄
が
弓
の
先
に
と
ま
る
と
い
う
神
武
東
征
の
一
場
面
と
、
三
種
の
神
器
を
あ

ら
わ
し
た
場
面
で
あ
る
。

昭
和
初
期
に
お
け
る
「
君
が
代
」
の
曲
は
、
前
述
し
た
実
写
映
像
作
品
の
よ
う
に
、
そ
の
当
時

現
在
の
日
本
、
皇
室
や
天
皇
崇
拝
と
い
っ
た
も
の
を
連
想
さ
せ
る
音
楽
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
。
あ
る
い
は
そ
う
連
想
す
べ
き
曲
と
し
て
流
布
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
大
藤

は
、
神
話
の
有
名
な
場
面
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
で
も
い
え
る
よ
う
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
製
作

し
た
。
現
在
で
は
な
く
遠
い
過
去
に
立
ち
返
り
、
日
本
の
国
土
創
生
、
皇
室
の
祖
先
神
で
あ
る
ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
と
、
初
代
天
皇
の
著
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

発
想
、
想
像
力
は
ど
の
よ
う
に
湧
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
藤
は
、
国
定
教
科
書
に
よ
る
教
育
を
受
け
て
い
る
。
当
時
の
教
材
に
は
皇
室
や
神
話
に
関
す

る
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
大
藤
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
六
月
一
日
生
ま
れ
で
あ
る

た
め
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
四
月
が
六
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
に
尋
常
小
学
校
入
学
と
仮
定

し
、
ど
の
よ
う
な
教
材
を
使
っ
た
の
か
を
次
に
ま
と
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
藤
が
小
学
校
に
お
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
と
神
武
天
皇
に
関
し
て
繰
り
返
し
学
ん

で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
話
題
は
一
種
の
常
識
と

し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
君
が
代
」
の
曲
と
日
本
神
話
を
直

接
的
に
結
び
つ
け
る
発
想
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
明
治
末
期

か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
、
日
本
神
話
や
建
国
を
題
材
と
し
た
児
童
書
に
は
、
た
と
え
ば
扉
や

巻
末
に
「
君
が
代
」
を
掲
載
し
た
体
裁
の
も
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
見
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
。

こ
こ
で
は
、
大
藤
が
『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
を
製
作
す
る
に
あ
た
っ
て
日
本
神
話
と
関
わ

り
始
め
た
の
で
は
な
く
、
す
で
に
小
学
生
の
頃
か
ら
知
識
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
シ
リ
ー
ズ
化
の
二
十
年
以
上
も
前
に
日
本
神
話
の
一
部
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

４.

『
古
事
記
物
語
』
関
連
資
料

⒇

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
し
て
い
る
関
連
資
料
を
調
査
し
た
結
果
、
二
〇
一
〇
年
の
「
大
藤

信
郎
展
」
に
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
多
く
の
資
料
の
存
在
が
判
明
し
た
（
表
１
）。

一
九
〇
七
（
明
治
４０
）
年

六
歳
一
年
国
語
教
科
書
は
第
一
期
国
定
国
語
教
科
書
（
明
治
３６
年
発
行
）

記
紀
関
連
教
材
な
し

一
九
〇
八
（
明
治
４１
）
年

七
歳
二
年
国
語
教
科
書
（
第
一
期
）
で
「
紀
元
節
」「
神
功
皇
后
」
学
ぶ

一
九
〇
九
（
明
治
４２
）
年

八
歳
三
年
国
語
は
第
二
期
発
行
（
切
替
）。「
あ
ま
の
い
わ
と
」「
神
武
天

皇
」
学
ぶ

一
九
一
〇
（
明
治
４３
）
年

九
歳
四
年
国
語
教
科
書
で
「
皇
大
神
宮
」
学
ぶ

一
九
一
一
（
明
治
４４
）
年

十
歳
五
年
国
語
教
科
書
で
「
草
薙
剣
（
一
）」「
草
薙
剣
（
二
）」
学
ぶ

国
史
で
「
天
照
大
神
」、「
神
武
天
皇
」
な
ど
学
ぶ

一
九
一
二
（
明
治
４５
）
年
十
一
歳
六
年
国
語
、
国
史
と
も
に
記
紀
関
連
教
材
な
し

21

表
１

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
所
蔵
大
藤
信
郎
関
連
資
料

シ
ナ
リ
オ

０１

手
書
き

古
事
記
神
代
篇

八
俣
の
大
蛇
の
巻

１
点

０２

手
書
き

大
国
主
命

１
点

０３

手
書
き

古
事
記
神
代
篇

稲
羽
の
兎
の
巻

１
点

０４

手
書
き

古
事
記
神
代
篇

天
孫
降
臨
の
巻

１
点

０５

謄
写
本

色
彩
影
絵
映
画

海
佐
知
毘
古

山
佐
知
毘
古
之
巻

１
点

０６

謄
写
本

古
事
記
物
語

天
の
岩
戸
開
き

１
点

０７

謄
写
本

影
絵
映
画
ス
ト
リ
ー

古
事
記
物
語

１
点

０８

謄
写
本

影
絵
映
画

三
種
の
神
器

全
参
巻

１
点

０９

手
書
き

古
事
記
幻
想
譜

神
器

第
壱
篇

岩
屋
戸
の
巻

１
点

１０

手
書
き

古
事
記
幻
想
譜

神
器

第
貮
篇

大
蛇
退
治
の
巻

１
点

１１

謄
写
本

三
つ
の
宝

１
点
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こ
の
中
で
着
目
す
べ
き
は
、
０５
番
の
シ
ナ
リ
オ
「
色
彩
影
絵
映
画

海
佐
知
毘
古

山
佐
知
毘

古
之
巻
」
で
あ
る
。
こ
の
存
在
に
よ
っ
て
、
大
藤
が
『
古
事
記
』
上
巻
（
神
代
）
を
す
べ
て
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
よ
う
と
予
定
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
０６
と

０９
が
同
じ
「
天
の
岩
戸
」
で
、
１１
か
ら
１４
ま
で
が
す
べ
て
「
天
孫
降
臨
」
で
あ
る
こ
と
。
ほ
ぼ
同

じ
タ
イ
ト
ル
、
テ
ー
マ
あ
り
な
が
ら
、
シ
ナ
リ
オ
内
容
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
何
パ
タ
ー
ン
も
書
い
て
お
り
、
さ
ら
に
は
上
映
さ
れ
た
決
定
版
と
は
い
ず
れ
も
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。「
稲
羽
の
兎
」
シ
ナ
リ
オ
に
は
全
く
の
創
作
箇
所
も
あ
り
、
校
正
の
跡
か
ら
も
、
何
度

も
書
き
直
し
て
は
よ
り
良
い
作
品
製
作
を
目
指
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
特
に
、
作
中
に
自
作

の
歌
を
挿
入
す
る
箇
所
で
は
、
何
度
も
歌
詞
を
書
き
換
え
た
形
跡
が
明
ら
か
で
あ
り
、
創
作
に
力

点
を
置
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
を
確
認
す
る
限
り
で
は
、

『
古
事
記
』
と
い
う
原
典
を
そ
の
ま
ま
に
尊
重
し
敬
う
と
い
っ
た
関
心
の
向
け
方
、
あ
る
い
は
忠

実
な
再
現
を
試
み
る
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
無
か
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
藤
が
作
成
し
た
何
パ
タ
ー
ン
も
の
シ
ナ
リ
オ
│
特
に
創
作
歌
の
挿
入
│
と
、
上

映
版
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
上
映
版
に
入
る
歌
は
、『
八
岐
大
蛇
退
治
』
の
「
や
く
も
た
つ
」

の
歌
（『
古
事
記
』
記
載
）
と
『
大
國
主
命
と
イ
ナ
バ
の
兎
』
の
唱
歌
「
大
黒
様
」
の
み
で
あ
っ

た
。
何
度
も
校
正
を
重
ね
大
藤
が
拘
泥
し
た
場
面
は
、
最
終
的
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
を
解
明
す
る
手
だ
て
は
な
い
が
、
上
映
時
間
上
の
制
約
や
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
要

求
な
ど
が
想
定
で
き
よ
う
。

上
映
版
の
監
修
は
神
道
学
者
・
國
學
院
教
授
の
小
野
祖
教
で
あ
っ
た
。「
神
社
本
庁
製
作
」
で

あ
る
た
め
、
小
野
が
誤
謬
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、

『
国
歌

君
が
代
』
に
お
い
て
、
国
土
創
生
の
場
面
で
国
土
が
九
州
か
ら
出
来
上
が
っ
て
い
く
様

子
│
『
古
事
記
』
の
記
述
と
異
な
る
順
序
│
が
、『
天
の
岩
戸
開
き
の
巻
』
で
は
淡
路
島
か
ら
に

修
正
さ
れ
て
い
た
。
映
像
内
容
を
確
認
す
れ
ば
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
記
述
の
無
い
場
面

は
わ
ず
か
で
あ
り
大
き
な
改
変
は
無
く
、
総
じ
て
忠
実
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

点
か
ら
、『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
神
社
本
庁
が
、
神
典
と
位
置
付
け

尊
重
す
る
『
古
事
記
』
に
多
く
の
創
作
を
加
え
る
こ
と
を
容
認
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
も

あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
神
社
本
庁
は
な
ぜ
『
古
事
記
』
を
映
像
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

５.

神
社
本
庁
製
作
の
理
由

前
出
の
『
神
社
新
報
』
か
ら
、『
古
事
記
物
語
』
製
作
の
理
由
に
関
わ
る
記
事
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。

▼

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
四
月
十
八
日
（
四
二
七
号
）

「
放
送
・
テ
ー
プ
の
活
躍

一
と
役
買
ふ
映
画
や
幻
燈
」

▼

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
七
月
二
十
五
日
（
四
四
〇
号
）

「
紙
芝
居
か
ら
映
画
へ

テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
躍
も
目
立
つ

教
化
資
材
も
時
代

と
共
に
」

記
事
に
よ
れ
ば
、
神
社
界
で
は
教
化
活
動
の
一
環
と
し
て
「
幻
燈
」「
映
画
」
な
ど
を
利
用
、

活
用
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
後
者
の
記
事
に
は
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
は
「
所
謂
神
社

関
係
の
も
の
で
は
�
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
�
や
神
都
�
伊
勢
�
そ
れ
に
最
近
本
庁
が
作
製
し
た
影

絵
の
�
神
話
映
画
�
位
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
地
方
で
映
写
す
る
時
は
之
に
加
へ
て
各
県
教
育
委

１２

謄
写
本

三
つ
の
宝

１
点

１３

謄
写
本

皇
孫
家
の
三
つ
の
宝

４
点

１４

謄
写
本

皇
孫
家
の
三
つ
の
宝

１
点

１５

ガ
リ
版

神
話
映
画

古
事
記
物
語

１
点

１６

ガ
リ
版

影
絵
映
画
ス
ト
ー
リ
ー

古
事
記
物
語

天
孫
降
臨
の
巻

全
壱
巻

１
点

１７

ガ
リ
版

古
事
記
物
語

天
孫
降
臨
の
巻

台
詞
台
本

４
点

作
画
撮
影
台
本

古
事
記
関
係
（
天
の
岩
戸
開
き
？
）

１
点

ス
チ
ル
写
真

『
天
皇
家
の
宝
物

三
種
の
神
器
』
全
四
巻

ア
ル
バ
ム

１
点

『
古
事
記
物
語
』

５
点
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員
会
か
ら
借
り
受
け
た
教
育
映
画
や
短
編
の
劇
映
画
で
お
茶
を
濁
し
て
ゐ
る
程
度
」（
傍
線
筆
者
）

と
あ
る
。
映
画
作
品
自
体
が
少
な
い
う
え
に
、
上
映
が
困
難
な
主
な
理
由
は
、
映
写
機
が
高
価
、

使
用
時
に
技
術
者
が
必
要
、
使
用
フ
ィ
ル
ム
も
高
価
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
実
は
本
庁
は
ほ
と

ん
ど
映
画
製
作
を
せ
ず
、
各
神
社
に
製
作
業
者
を
紹
介
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
地
方

の
神
社
が
紙
芝
居
や
幻
燈
を
自
作
す
る
こ
と
で
教
化
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
形
態
が
実
情
だ
っ
た

よ
う
だ
。
そ
し
て
、
映
画
は
あ
く
ま
で
「
教
化
用
の
資
材
」
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
製
作
も
ま
た

教
化
を
目
的
と
し
た
一
手
法
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
教
化
資
材
で
あ
る
映
画
に
お
い
て
、
何
故
『
古
事
記
』
の
神
話
を
取
り
入
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、�
日
本
神
話
を
扱
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
�
と
い
う
時
局
的
な

面
か
ら
の
回
答
を
用
意
で
き
る
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
十
二
月
十
五
日
、
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
日
本
政
府
に
対
し
「
国
家
神
道
、
神
社
神
道
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ

保
証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
並
ニ
弘
布
ノ
廃
止
ニ
関
ス
ル
件
」
の
覚
書
を
発
し
た
。
所
謂
「
神
道

指
令
」
で
あ
る
。
信
教
の
自
由
を
確
立
し
、
軍
国
主
義
を
排
除
す
る
た
め
、
国
家
と
神
社
神
道
と

の
徹
底
的
な
分
離
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
教
分
離
を
果
た
す
た
め
に
出
さ
れ
た
指
令
で

あ
っ
た
。
全
て
の
宗
教
宗
派
な
ど
に
適
用
さ
れ
る
と
し
て
い
た
神
道
指
令
で
あ
っ
た
が
、
神
社
神

道
に
対
し
て
は
極
め
て
厳
格
に
適
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
国
家
神
道
、
軍
国
主
義
、
国
家
主
義
を

連
想
す
る
用
語
「
大
東
亜
戦
争
」、「
八
紘
一
宇
」
な
ど
の
使
用
も
禁
止
と
な
っ
た
。
神
道
関
係
社

の
尊
重
す
る
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
も
ま
た
、「
神
道
指
令
」
第
二
項
「（
ロ
）
本
指
令
ノ
各

条
項
ハ
同
ジ
効
力
ヲ
以
テ
神
道
ニ
関
連
ス
ル
ア
ラ
ユ
ル
祭
式
、
慣
例
、
儀
式
、
礼
式
、
信
仰
、
教

へ
、
神
話
、
伝
説
、
哲
学
神
社
、
物
的
象
徴
ニ
適
用
サ
レ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
指
令
は
概
ね
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
を
境
に
適
用
条
件
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
翌
年
か
ら
、
神
社
界
で
は
占
領
下
で
あ
り
な
が
ら
全
国
に
教
化
活

22

動
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
平
和
条
約
の
発
効
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
る
占
領
統
治
の
終
了
と
な
り
同
時
に
神
道
指
令
は
効
力
を
失
っ
た
。『
古
事
記
』
を
扱
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
特
に
昭
和
三
十
年
代
は
教
化
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ

23

た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
的
な
状
況
が
、
教
化
資
材
と
し
て
の
『
古
事
記
物
語
』
製

作
の
契
機
と
な
っ
た
要
因
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ポ
ン
サ
ー
が
宗
教
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
藤
は
宗
教
に
関
心
が
あ
っ
た
と

み
る
む
き
が
あ
る
。

６.

宗
教
へ
の
関
心
？

『
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
』
や
『
日
蓮
上
人
傳
』
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、
戦
後
の
大
藤
は
様
々
な

宗
教
団
体
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
得
て
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
神
道
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
を
数
多
く
手
が
け
て
い
る
。
神
社
本
庁
の
企
画
に
よ
る
影
絵
映
画
「
古
事
記
」
シ
リ
ー
ズ

24

も
そ
の
ひ
と
つ
。

こ
の
よ
う
に
上
映
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
藤
に
は
次
の
よ
う
な
、

宗
教
に
関
わ
る
作
品
が
あ
る
。

・
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
『
蜘
蛛
の
糸
』

・
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
『
釈
迦
』

・
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
『
大
聖
釈
尊
（
前
編
）』

・
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
『
聖
書
幻
想
譜
・
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
』

・
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
『
大
聖
釈
尊
（
後
編
）』

・
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
か
『
日
蓮
上
人
傳
』

こ
れ
ら
の
作
品
群
の
存
在
か
ら
、
戦
後
は
「
宗
教
的
な
題
材
に
救
い
を
求
め
よ
う
と
す
る
面
を

25

併
せ
持
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
」
と
の
評
価
が
あ
る
。
ま
た
、
戦
時
下
に
お
い
て
『
空
の
荒

鷲
』（
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
）、『
海
の
荒
鷲
』（
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
）、『
マ
レ
ー

沖
海
戦
』（
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
）
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
国
策
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
製
作

し
た
反
省
か
ら
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
手
が
け
た
と
の
想
像
も
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

大
藤
自
身
が
宗
教
心
や
戦
争
協
力
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
そ
の
心
情

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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７.

日
本
神
話
へ
の
拘
泥

戦
時
下
に
お
い
て
、『
映
畫
教
育
』
と
い
う
雑
誌
で
次
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

質
問
は
、

「
今
後
の
兒
童
映
畫
に
對
す
る
希
望

１
、
今
後
製
作
さ
る
べ
き
兒
童
映
畫
の
主
題
又
は
傾
向
に

對
す
る
希
望
。
２
、
そ
の
具
體
例
と
し
て
兒
童
劇
映
畫
の
素
材
と
し
て
適
當
な
童
話
、
小
説
、
物

語
等
。」

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
、
大
藤
を
含
む
当
時
の
漫
画
映
画
製
作
者
た
ち
の
回
答
を
あ
げ
る
。

１.

兒
童
を
主
演
と
し
た
る
も
の
、
現
・
時
代
劇
を
問
は
ず
。

２.

日
本
建
國
時
代
の
神
話
、
坪
内
博
士
兒
童
劇
の
映
畫
化
、
素
盞
嗚
尊
の
「
八
岐
の
大
蛇

退
治
」
の
如
き
神
話
も
製
作
し
て
頂
き
た
し
。

（『
映
畫
教
育
』
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
一
月
）

戦
時
下
で
あ
り
、
や
や
戦
意
昂
揚
と
い
っ
た
意
識
に
偏
っ
た
感
は
否
め
な
い
が
、
日
本
神
話
を

映
画
の
題
材
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
回
答
例
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
実
写
で
は
映

26

画
化
が
難
し
い
も
の
と
想
像
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
た
ち
は
あ
え
て
こ
の

よ
う
な
神
話
を
希
望
し
た
。
日
本
神
話
は
、
彼
ら
が
見
た
い
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
自
ら
製
作
し
た

い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
大
藤
は
戦
後
、
建
国
や
勇
敢
な
神
の
活
躍
と
い
っ

た
テ
ー
マ
へ
の
時
代
的
な
関
心
が
薄
れ
た
頃
に
、
戦
前
か
ら
の
希
望
を
叶
え
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

作
家
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
製
作
過
程
で
は
何
本
も
の
脚
本
を
書
き
残
し
て
い
る
。
何
故
、
日
本

神
話
の
製
作
に
拘
り
続
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

資
料
調
査
の
結
果
、
大
藤
自
身
が
『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
製
作
の
理
由
を
書
き
残
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

影
繪
映
画
『
三
種
の
神
器
』
製
作
に
つ
い
て

今
の
児
童
の
多
く
は
、
日
本
の
神
代
時
代
の
神
話
を

知
ら
な
い
と
云
う
。

そ
し
て
、
か
え
っ
て
、
西
洋
神
話
の
方
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

日
本
人
種
で
あ
る
以
上
、
外
國
人
に
は
、
な
り
得
な
い
。

マ
マ

そ
の
日
本
の
児
童
が
日
本
の
天
皇
家
の
神
語
を

知
ら
な
く
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ
は
東
洋
史
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
知
っ
て
お
い
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
、

マ
マ

そ
う
し
た
思
い
か
ら
こ
の
一
篇
を
日
本
の
神
語
を
知

ら
な
い
、
日
本
の
児
童
に
送
り
た
い

製
作
者

大
藤
信
郎（

シ
ナ
リ
オ
０８
の
巻
頭
言
）

確
か
に
戦
後
、
教
科
書
か
ら
日
本
神
話
に
関
す
る
教
材
は
消
え
、
児
童
た
ち
は
主
に
西
洋
の
神

話
や
童
話
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
大
藤
の
残
し
た
こ
と
ば
に
は
、
日
本
の
神
話
を
継
承
し
よ

う
と
い
う
思
い
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
日
本
神
話
へ
の
関
心
は
、
神
道
（
国
家
神
道
）
へ

の
傾
倒
、
宗
教
心
と
は
異
な
る
観
点
で
は
な
い
か
。
加
え
て
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
も
題
材
に
し

て
い
る
こ
と
（『
釈
迦
』『
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
』）
か
ら
、
特
定
の
宗
教
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
は
見

ら
れ
な
い
。
ス
ポ
ン
サ
ー
ご
と
に
宗
教
を
変
え
る
と
い
う
状
況
も
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、

大
藤
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
成
の
た
め
に
扱
う
対
象
、
素
材
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
宗
教

へ
の
救
い
、
と
い
う
見
方
に
は
疑
問
符
を
つ
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
神
話
の
中
の
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
何
度
も
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
シ
ナ
リ
オ

化
し
た
と
い
う
事
実
と
、
作
品
づ
く
り
に
拘
泥
し
つ
づ
け
た
姿
勢
で
あ
る
。

お

わ

り

に

後
年
、『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
宗
教
的
な
物
語
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
群
が

多
い
の
は
事
実
だ
が
、
こ
の
テ
ー
マ
の
共
通
項
を
別
の
視
点
で
と
ら
え
た
と
き
、
大
藤
の
製
作
意

図
が
垣
間
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
神
話
、
聖
書
、
聖
人
の
伝
記
を
、
は
る
か
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
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て
き
た
話
、
物
語
と
し
て
と
ら
え
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
大
藤
が
強
い
影
響
を
う
け
た
ロ
ッ
テ
・

27

28

ラ
イ
ニ
ガ
ー
の
『
ア
ク
メ
ッ
ド
王
子
の
冒
険
』
は
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
を
ベ
ー
ス
に
し
た
作
品

で
あ
り
、
こ
れ
も
長
き
に
わ
た
り
伝
わ
っ
て
き
た
物
語
で
あ
る
。
大
藤
の
未
完
の
作
品
で
あ
る

『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
も
『
竹
取
物
語
』
も
、
同
様
に
古
く
か
ら
読
み
継
が
れ
て
き
た
物
語
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
物
語
は
、
お
そ
ら
く
後
世
に
も
残
り
続
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
大
藤
は
、

こ
の
よ
う
な
「
長
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
物
語
」
す
な
わ
ち
�
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
も
の
��
悠
久

な
る
も
の
�
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
製
作

に
つ
い
て
」
で
大
藤
は
最
後
に
「
児
童
に
送
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
悠
久
の
物
語
で
あ
る
日
本
神
話
を
伝
え
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
作
品
と
し
て
保
存
さ
れ
記
憶
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
自
身
の
作
品
が
長
く
継
承
さ
れ
て
ゆ

く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
戦
後
の
大
藤
は
�
神
話
的
な
物
語
�
に
憧
憬
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。日

本
神
話
の
映
像
化
と
し
て
は
最
も
早
い
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
古
事
記
物
語
』
シ
リ
ー
ズ

の
分
析
は
、
戦
後
約
十
年
時
点
の
『
古
事
記
』
の
受
容
状
況
の
一
端
を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。
戦
前
の
皇
国
史
観
教
育
を
受
け
た
作
家
・
大
藤
が
、
戦
後
の
「
神
話
を
知
ら
な
い
」

児
童
た
ち
に
向
け
て
、
神
社
本
庁
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
そ
の
意
向
を
受
け
て
作
成
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
立
ち
位
置
は
複
雑
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
現
代
に
繋
が
る
『
古

事
記
』、
あ
る
い
は
日
本
神
話
の
映
像
化
に
関
す
る
受
容
の
流
れ
が
浮
か
び
上
が
る
だ
ろ
う
。

注⑴

二
〇
〇
一
年
十
二
月
二
十
一
日
にStudio

e.go!

よ
り
発
売
さ
れ
た
『IZ

U
M

O

』（
シ
リ
ー
ズ
化
。

『IZ
U

M
O

2

』
は
二
〇
〇
五
年
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
化
（『IZ

U
M

O

│
猛
き
剣
の
閃
記
│
』）。
ほ
か
に
二
〇

〇
六
年
四
月
二
十
日
に
カ
プ
コ
ン
よ
り
発
売
さ
れ
た
『
大
神
』、
二
〇
一
〇
年
九
月
三
十
日
発
売
『
大
神

伝
〜
小
さ
き
太
陽
〜
』
な
ど
。

⑵

一
八
八
六
年
│
一
九
七
〇
年
。
漫
画
家
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
演
出
家
。
一
九
一
七
年
の
第
一
作
「
な

ま
く
ら
刀
」
の
フ
ィ
ル
ム
が
近
年
発
見
さ
れ
た
。

⑶

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
大
藤
自
身
が
製
作
し
た
『
鯨
』
を
色
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
用
い
て
リ
メ
イ
ク
。

カ
ラ
ー
影
絵
第
一
号
作
品
。

⑷

津
堅
信
之
『
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
力
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

二
〇
〇
四
年
三
月
）
な
ど
。

⑸

二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
二
日
、
二
十
八
日
、
九
月
三
日
の
三
回
の
み
上
映
さ
れ
た
。

⑹

解
説
は
、
大
藤
信
郎
展
で
の
観
覧
と
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
特
別
映
写
観
覧
の
許
可
を
得
て
二
〇
一

一
年
二
月
二
十
三
日
に
観
覧
し
た
際
の
筆
者
の
記
録
に
基
づ
く
。

⑺

唱
歌
『
大
黒
様
』（
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
十
二
月
『
尋
常
小
学
唱
歌

第
二
学
年

中
』）

⑻
「
天
の
岩
戸
開
き
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
五
年
十
一
月
下
旬
号
）

⑼
「
八
岐
の
大
蛇
退
治
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
八
年
五
月
上
旬
号
）

⑽
「
天
の
岩
戸
開
き
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
七
年
五
月
上
旬
号
）

⑾

注
⑼
に
同
じ
。

⑿

図
４
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
七
月
二
十
五
日
（
４４０
号
）
初
出
の
広
告
で
、
同
タ
イ
プ
が
ほ
か

に
１
点
あ
る
。「
八
岐
の
大
蛇
退
治
」
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
九
月
十
五
日
（
４９３
号
）〜
一
九

五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
五
月
十
一
日
（
５２４
号
）
で
、
断
続
的
に
二
六
点
。「
神
話
映
画
シ
リ
ー
ズ
」
と

し
て
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
四
月
二
十
三
日
（
６６３
号
）〜
同
年
六
月
四
日
（
６６９
号
）
の
連
続
七
点

の
広
告
を
確
認
で
き
た
。

⒀

神
社
新
報
社
発
行
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
七
月
八
日
創
刊
。
神
社
本
庁
の
機
関
紙
と
し
て

発
足
。
毎
月
曜
日
発
行
の
週
報
で
あ
り
、
現
在
も
同
じ
ペ
ー
ス
で
発
行
中
。

⒁

ほ
か
の
上
映
情
報
と
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
六
月
三
十
日
〜
七
月
七
日
に
国
立
近
代
美
術
館
の
フ
ィ

ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ア
ニ
メ
イ
シ
ョ
ン
映
画
特
集
で
『
天
孫
降
臨
』
が
上
映
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が

あ
る
。（『
現
代
の
眼
』
六
七
、
一
九
六
〇
年
六
月
号
）

⒂

大
藤
信
郎
『
国
歌

君
が
代
』
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
ア
ニ
メ
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
』
第
一
巻
所
収
（
マ
ツ
ダ
活
動
大
写
真
、
二
〇
〇
七
）。
た
だ
し
映
像
の
音
声
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
コ
ロ

ム
ビ
ア
の
レ
コ
ー
ド
）
で
は
な
い
。

⒃

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
、
国
歌
制
定
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
か
ら
発

売
さ
れ
た
も
の
。
東
京
音
楽
学
校
が
演
奏
と
歌
を
担
当
。

⒄

ほ
か
の
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら
も
「
君
が
代
」
は
販
売
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音

機
株
式
会
社
（
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
設
立
）
が
第
一
回
「
日
本
物
レ
コ
ー
ド
」（
国
産
、
日
本
で
吹

き
込
み
）
と
し
て
製
作
し
た
の
が
、「
君
が
代
」（
一
九
二
八
年
四
月
、
指
揮

近
衛
秀
麿
）
で
あ
っ
た
。

⒅

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
前
後
は
、
神
話
関
連
、
建
国
関
連
を
テ
ー
マ
に
し
た
児
童
書
に
お
い
て
も
、

万
世
一
系
の
概
念
の
強
調
、
天
皇
崇
拝
、
愛
国
精
神
の
涵
養
が
う
な
が
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
詳
細
は

拙
論
「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
向
け
『
古
事
記
』
の
受
容
と
変
容
│
引
用
の
観
点
か
ら
│
」（『
児
童
文

学
研
究
』
四
〇
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⒆

映
像
で
は
国
土
誕
生
の
順
が
九
州
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
淡
路
島
と
す
る
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

の
記
述
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
大
藤
の
誤
認
が
認
め
ら
れ
る
。

⒇

二
〇
一
一
年
二
月
二
十
三
日
、
二
〇
一
二
年
九
月
十
九
日
。

21

番
号
は
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
管
理
す
る
番
号
に
準
じ
て
、
便
宜
上
私
に
改
め
た
。
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ
番
号
「
大
藤01−

001

」
を
「
０１
」
と
変
更
、
作
画
撮
影
台
本
と
ス
チ
ル
写
真

の
番
号
は
省
略
し
た
。

田中 千晶：日本神話のアニメーション化（３３）



22

神
社
新
報
社
編
『
検
証
神
社
本
庁
六
十
年

先
人
の
足
跡
│
「
神
社
新
報
」
の
紙
面
か
ら
』（
神
社
新

報
社

二
〇
〇
八
年
七
月
）

23

注
22
参
照
。

24
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
者

大
藤
信
郎
」
展
覧
会
（
二
〇
一
〇
年：

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
）
の
上

映
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
。

25

大
久
保
正
「
大
藤
信
郎
像
の
〈
明
〉
と
〈
暗
〉
│
短
い
評
伝
│
」（
二
〇
〇
四
年
六
月
記
、
公
益
社
団

法
人
映
像
文
化
製
作
者
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、http

://w
w

w
.eibunren.or.jp/w

ordpress/

、
二
〇
一
二
年

十
月
二
十
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

26
「
坪
内
博
士
児
童
劇
」
に
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
「
を
ろ
ち
退
治
」「
因
幡
う
さ
ぎ
」、
一
九
二
九

（
昭
和
四
）
年
「
す
く
な
び
こ
な
」
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
紙
や
布
な
ど
で
冠
や
面
、
衣
装
を
作
る
。

書
籍
に
は
型
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

27

大
藤
は
ド
イ
ツ
の
影
絵
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
受
け
、
特
に
ロ
ッ
テ
・
ラ
イ
ニ
ガ
ー
の
作
品

『
ア
ク
メ
ッ
ド
王
子
の
冒
険
』（
一
九
二
六
年
）
に
刺
激
さ
れ
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
フ
ォ
ル
ム
や
背
景
へ

の
影
響
に
と
ど
ま
ら
ず
、
撮
影
方
法
を
詳
し
く
分
析
し
、
解
説
も
行
っ
た
。

28

中
世
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
形
成
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
説
話
集
。
日
本
で
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年

に
英
語
版
か
ら
の
翻
訳
が
行
わ
れ
た
。

A Study of the Animated Japanese Mythology

──Over the Kojiki Monogatari by Noburo Ofuji──

TANAKA Chiaki

Abstract : As one of the modern and contemporary studies on the acceptance of Kojiki, this study will fo-

cus on the animation series known as Kojiki Monogatari, which is presumed to be the oldest work of com-

prehensively visualized Japanese Mythology. Based upon the results of resource research made on this ani-

mation work and on its creator, I will delve into the intention of the work. Also, I will examine his adher-

ence, suggested in scenario proofreading, to the Japanese Mythology.

要旨：近現代における『古事記』の受容に関する研究の一環として、日本神話のまとまった映像化と
しては最も古いと推測されるアニメーション作品『古事記物語』シリーズに着目する。作品および、
製作したアニメーション作家・大藤信郎に関する資料調査結果をふまえつつ、その製作意図について
探る。シナリオ校正からうかがえる日本神話への拘泥についても検討する。

甲南女子大学研究紀要第 49号 文学・文化編（2013年 3月） （３４）


